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「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●ＳＦＴＳ（重症熱性血小板減少症候群）

・ＳＦＴＳウイルスを保有するマダニに

刺されることで感染

・主に発熱、消化器症状、リンパ節腫脹など

・致死率は５～３０％程度

→コロナウイルス感染症で、最も致死率の

高かった第１波で５．３４％
フタトゲチマダニ



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●宮崎県での報告数が、全国で最も多い

●西臼杵地区での発生状況

・令和5年度：２件（２人）：西臼杵地域のみ



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●感染対策予防
・「マダニに咬まれない」ようにすることが最も重要

犬や猫からのルートを想定すると、、
・散歩中に草むらや藪などで、犬や猫に咬みつく
→犬・猫の体表から落ちたダニが人に咬みつく、または
ＳＦＴＳに感染した犬・猫の体液による感染 など

→人との濃厚接触（口移しでのエサやり、布団に入れて
一緒に寝るなど）の機会



厚生労働省ポスター

ペットのダニ対策
●ダニ駆除剤の使用等について獣
医師に相談
●ペットが外から帰宅したら、ダニが
ついていないか確認
●ダニが皮膚に食い込んでいる場
合は動物病院へ
※ペットを介した、庭や屋内にダニ
が持ち込まれることがあります



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●マ（真）ダニはどうやって人や動物を認識し、食らいつく？

第１脚
第１脚の先端にある感覚器官
→動物から発せられる熱、
二酸化炭素やその他の臭気
を感じるセンサーの役割を
はたしている

腹面

その他に、光と影を認識して行動を変える
多くは待ち伏せして寄生するが、中には自ら歩き回って探し回るものもいる



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●マダニの住処（すみか）と食いつき方

多くのマダニは山林に生息

↓

動物が接触した際に、体表に乗り移る

↓

直ぐに吸血せず、良い場所を求めて

体表を徘徊 → 吸血開始
葉の裏側先端で待機する雄成虫と幼虫



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●吸血①

・「マダニが木の上から落ちてきて、人の頭に寄生する」

→ 迷信：日本のマダニは樹上には、生息していません！

→ 下草で待ち伏せしてズボンに付着したものが、体を

這って頭に移動してから食いついている

・マダニの種類によって〈好み〉の食いつき場所があります

頭部好き、下半身の湿った部分好き（股間、肛門など）など

→痛みも痒みもないのでなかなか気付かないことも、、

笹の葉先の幼虫



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●吸血②

・マダニの成長ステージによって、吸血期間が異なる

卵→幼虫→若虫→成虫

幼虫で３～６日、若虫で３～１０日、雌成虫で６～１２日間

→マダニの種類、食いついた動物の種類、温度条件で

異なるが、少なくとも数日間は食いついている

・飽血→皮膚から脱落→落ち葉・岩の割れ目・巣穴などで産卵

オス メス



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●高千穂保健所に保護される犬や猫たち
・犬は山中で保護さ
れる「猟犬」と思
われるものが多数

・衰弱猫は民家に近
い藪や草むらでの
保護が多い

↓
まずはノミ・ダニの
駆除を実施！
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「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

保護翌日
(駆除剤投与翌日)



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●犬や猫からの感染予防のために

①ペットが外から帰宅したら、ブラッシングなど行う

→ダニがいないかの確認も

②日頃から獣医師に相談して、マダニの駆除剤の使用を

→ダニが皮膚に食い込んでいる場合は、動物病院へ

③過剰なふれあいは控えましょう

→口移しでのエサやり、動物を布団に入れて寝るなど



２０２２年（令和4年）２月２５日 宮崎日日新聞

死亡した猫を素手で触った
↓

SFTSは、感染した動物の血液や体液を介して人に
感染する可能性があります

体調不良の猫に噛まれた人がＳＦＴＳに感染した
事例が報告されている
→体調不良の猫を診療する獣医師への感染も
大きな問題となっている

路上で死亡して
いる動物（犬・猫、
野生動物）を回
収する職員への
注意喚起が重要



「ＳＦＴＳ感染予防～動物管理の視点から～」

●考えてみられませんか？「猫の完全屋内飼育」
～「かわいそう」は誤解です～

・ＳＦＴＳは猫に強い病原性を示し、致死率は約６０％

・室内がテリトリーになれば、安心して暮らせます

→猫同士のケンカや感染症、交通事故のリスクが減ります

→ストレスや運動不足解消のために、ひとり遊びや運動が

できる工夫と、「隠れる場所」の確保を



環境省 千葉県 水戸市


